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総務省「令和２年度地域課題解決型ローカル 5G等の実現に向けた 

開発実証（モビリティ分野）」に採択されました 

 

 

 総務省は、通信事業者によるエリア展開がすぐに進まない地域でも、自治体や企業が主体とな

り独自に５Ｇシステムを構築できる「ローカル５Ｇ」制度を昨年１２月にスタートさせました。 

このたび、総務省が公募する標記開発実証に、前橋５G 社会実装プロジェクト（会長：山本市

長）の提案が採択されました。 

 

１ 提案概要 ５Ｇを活用した自動運転バスの社会実装モデルの構築 

２ 実証内容 

（１）群馬大学次世代モビリティ社会実装研究センター（CRANTS）試験路にて、ローカル５G

と自動運転車両の電波伝搬特性を解明し、その後、公道にてキャリア５G（可搬型）を活

用し実用性を検証する。 

（２）路車間協調通信、遠隔管制についてローカル５G 環境下での性能評価を行う。 

（３）前橋市での実証モデルをベースに普及展開も視野にいれた検証を行う。 

３ 実証期間 契約締結後（令和２年９月末頃予定）～令和３年３月３１日 

４ 実施主体 前橋５G 社会実装プロジェクト 

（前橋市、（一社）ICT まちづくり共通プラットフォーム推進機構、群馬大学、日本

モビリティ株式会社、日本電気株式会社、株式会社 NTT ドコモ 他） 
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